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大雨のとき、まちに水が溢れな

いようにすることも下水道の重

要な役割なんだよ～！

昭和32

昭和37

昭和40
昭和49

昭和56

平成 4

平成 8
平成13
平成14
平成19

平成27

年 西暦 できごと

1957

1962

1965

1974

1981

1992

1996

2001

2002

2007

2015

国から公共下水道事業が認可され、
下水道管の整備工事に着手する
田川処理場（現下河原水再生センター）
の建設に着手する
下水の処理を開始
田川第２処理場（現川田水再生センター）
の建設に着手する
市街化調整区域での特定環境保全公共
下水道事業に着手する（大谷地区）
農業集落排水処理施設の供用が
開始される（板戸地区）
清原工業団地排水処理施設が市に移管される
雨水幹線の整備に着手する
雨水貯留浸透施設の設置費補助制度を導入する
市町合併により、旧上河内町・河内町区域を
処理区域に編入する
川田水再生センターで消化ガス発電施設
の整備に着手する（平成28年3月完成）
下水処理開始から50周年

　現在では、普及率８０%を超え、
多くの方が下水道を使えるように
なっています。次の５０年も快適な
生活環境を維持できるよう、下水
処理や雨水対策を進めていきます。

　戦後、雨水や汚水はそのまま川へ流されており、保健衛生や
交通などに影響を及ぼしていたことから、下水道整備に向けて
の動きが始まりました。

　市街地の拡大に合わせて、トイレの水洗化などを進めるため、
下水道の整備区域を拡大していきました。

　各家庭で雨水をためたり浸透さ
せる施設の設置費を補助するという
取り組みも進めています。

※補助の対象となるのは、市街化区域に住所を
所有または占有し、市税・水道料金・下水道受益
者負担金及び下水道使用料に滞納がない方に
なります。また、設置については条件や設置基準
がありますので、事前にお問い合わせ下さい。

　下水の処理の際に発生するガスを利用した発電に取り組むなど、
環境に配慮した事業を進めています。

　大雨などによる浸水などの災害からまち
を守るために、雨水を流したり一時的に
ためる雨水幹線の整備を始めました。

建設中の田川第2処理場

雨水貯留タンク

川田水再生センター

消化ガス発電施設

日常生活に欠かせな

い下水道をこれから

も守っていくよ～！

今は当たり前のように快適

にトイレを使えるけれど、そ

れはこの頃の事業のおかげ

だね。

下水を使って発電

するなんてびっくり

だよね！詳しくは

次 号No.52で 紹 介

するから楽しみに

しててね。

この「雨水貯留タンク」は屋根に

降った雨水をためて庭の水まき

などに利用できるようにするも

のなんだ！

☎６３３-３164工事受付センター　接続工事受付グループ

　宇都宮の下水道は昭和４０年から下水の
処理を開始し、昨年（平成２７年８月１日）で
５０年を迎えました。

50
うつのみや
下水道事業の　   年

下水道のあゆみも

振り返っていくよ！


